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ト研究－Curriculum Research & Development Center構想の実現に向けて－ 
１．研究の目的と成果 








（１）グローバル時代の新カリキュラムの研究・開発 棚橋 健治，影山 和也，三好 美織 
（２）学習者に配慮した教科書デザインの研究・開発 森田 愛子 
（３）小学校英語教育のテキストの研究・開発        兼重 昇，松宮 奈賀子 
（４）高次な読解力の指導と評価を支援するハンドブックの研究・開発  間瀬 茂夫 
（５）社会科の授業力向上を支援する研修プログラムの研究・開発     草原 和博 











































































































Ⅴ  STEM教育の展開可能性に関する研究（２） 
１．本研究の目的 
















は至っていない。我々が取り組むエリアは，ここにあるのではないか。  （渡辺健次＊） 
STEM教育についてのレポート，国際学会や専門ジャーナルにおけるアジェンダ，数学教







摘もある。なぜ STEM なのか，STEM の専門性とは何なのか，現実世界の探究というパラ
ダイムはどれほどの実現性があるのか，個別の教科教育研究と如何に関連しうるのかを，





















ルである西条特別支援学校 ESD研修会の講師を務めた（島津）。参加者は 43名であった。 
（２）日本／ユネスコパートナーシップ事業への参加 




平成 27年 10月 29日，広島大学大学院教育学研究科 K201講義室を会場として，東広島








（４）平成 27年度広島大学ユネスココンソーシアム ESD研修会の実施 
 平成 28年２月 27日，広島大学大学院教育学研究科 K201講義室を会場として，第１回
広島大学ユネスココンソーシアム ESD研修会を開催した。午前の部では，広島県ユネスコ








り組むとともに，ユネスコスクールの活動を促進する。     
     （由井義通＊，島津礼子＊） 
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